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阪神高速道路の事故発生状況と課題

【問合せ先】阪神高速道路株式会社　保全交通部　TEL：06-6252-8121（代表）

合理的な訴求を重視

「阪高 SAFETY ナビ」の普遍化による総合的な事故削減
平成 26年度プロジェクト賞

阪神高速道路株式会社　　阪神高速技研株式会社　　株式会社交通システム研究所

「阪高 SAFETY ナビ」の基本方針

「阪高 SAFETY ナビ」の普遍化を目指したアプローチとその効果

実践的な内容を志向 取り組み内容の活用
利用者が「自分事化」し、「直接的に役立つ」ように、
事故が起きやすい具体的な場面・場所を題材に設定するなど、
「内容の具体性」を重視

阪神高速道路での事故当事者の大半が
「不慣れな低頻度利用者」であることを鑑み、
「その人にあった必要な交通安全情報」の提供を重視

取り組み内容を蓄積し、内容の改善や他の施策の
検討材料にするなど、交通安全対策全体に寄与するような
「PDCA体制」を構築

診断形式で意識の低い不安全運転を抽出し、
プログラムの取り組みの中で重点的に訴求

走行映像や事故が起きやすい場面、統計データを
積極採用

属性情報と回答情報、診断結果を蓄積

見える

安心
できる

より 安全・安心・快適 な阪神高速道路へ

ドライバーへ働きかける対策

事故多発箇所への施策対策

交通安全対策
第 2 次アクション

プログラム
伝える

事故件数  1,000 件 削減目標

回答内容に応じて個別にアドバイス

事故分析 安全対策 運転支援 新コンテンツ ・・・

「阪高SAFETYナビ」
の根拠データ

入力データの

分析・検証

コンテンツの

さらなる改善

ドライバーの

取り組み ご意見

評価の醸成
取り組みデータをもとに、診断プログラムの妥当性・信頼性を立証し、
利用者の声も参考に、統計的に有意で利用しやすい診断プログラムに改善

様々な利用環境でご利用いただけるよう、
「スマートフォン版」や、企業研修での利用に最適化した「団体版」を整備

阪神高速道路の利用をトータルでサポートするサイトを開設して、
利用時に不可欠なコンテンツとしてPR

ご自宅でも… 外出先でも… 企業研修でも…

多様な利用環境を構築して普遍化を目指す

家族
個人学校

地域
自治体

企業・団体
各種

法廷講習

ドライビング
スクール

PC版 スマホ版 団体用

１

２

３

約２万人が取り組み！（2011年2月本格運用後の３年間）
●約500件の事故削減！(直近３年間、道路施設への対策効果も含む)
●平成26年度JCOMMプロジェクト賞受賞！

従来からのポスター、チラシ、会社ＨＰ、横断幕では、
「共通」で「一般的」な 内容を「一方的に」提供しているに過ぎない

モビリティ・マネジメントの考えに基づくアプローチを採用
（「個別」に「具体的」な交通安全情報を「コミュニケーション」形式で提供）

誰でもアクセス可のWeb上の安全運転教育ツール「阪高SAFETYナビ」で実現

→ドライバーに「伝える」対策を柱のひとつに掲げ、
　 効果的な交通安全情報提供を目指す

価値・必要性の訴求

利用環境の拡大

ユーザーメリットを訴求 必要シーン別に訴求

信頼性を高める！

利用メリットをわかりやすく！

どんな場面でも使える！

普遍化を目指したアプローチ 教育効果と行動変容効果
教育効果１

２ 行動変容効果

初回回答者よりも２回目以降の回答者の得点の方が有意に高く、
プログラムの教育効果を確認

５割以上から今後の安全運転への行動変容を期待させる回答を得た
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自分の安全運転能力が把握できた

交通安全意識が高まった

自分の注意するポイントがわかった

今後は、地域と連携した取り組みを強化し、安全運転のさらなる定着による総合的な事故削減を目指す

■阪神高速道路の運転に不慣れな”時々利用ドライバー”の事故が多い

■従来の交通安全情報の提供では自分事化されにくい

事故当事者の
阪神高速利用頻度

ときどき
73.5 % 

23.1 % 
ひんぱん

3.4 % 
毎日

ドライバー個人の運転特性に応じた働きかけ

ＭＭの考えに
基づく
アプローチ

訴求力の向上
「個別に」「具体的に」「コミュニケーションによる」

・客観情報の提供
・行動動機の活性化
・実行意図の醸成

行動変容を期待

阪神高速道路を安全に運転する
ドライバーの増加

交通事故の減少

「阪高SAFETYナビ」の普遍化による総合的な事故削減を目指す

Q.『阪高SAFETYナビ』を実施して
　　役立った、やって良かったと
　　思う点をお答えください。


